
　　33ANAグループの地域活性化事業・事例の現状

ANAグループの地域活性化事業・事例の現状
西村　剛（ANA総合研究所主席研究員）

はじめに

ANA グループ は、前身が東西のブロック国
内航空会社 2 社であったことからその誕生より
地域振興は、人的交流促進においても特産品振
興においても当然の使命とされ、オンライン地域
はもとよりオフライン地域でも営業ネットワーク
で固く結ばれ、地域と ANA グループの共存共
栄がグループ社員の DNA となっている。

本稿では、グループ各社の地域活性化事業の
うち、物流子会社の ANACARGO （以下 ACX）
と小職が所属する以下 ANA総研の 2 社の地域
活性化事業の代表事例を報告する。

　

1.　沖縄貨物ハブを活用した地方農水産品
　　の国際輸出振興

（1）沖縄貨物ハブの概要
沖縄貨物ハブは、2009 年 10 月、アジアの巨大

市場を対象に、地理的優位性が高く24 時間運用
の沖縄空港に、スモールパッケージを主体とした
ACX の貨物ハブ拠点として 27,700㎡の専用上屋
を共用開始した。上屋の前面が B767-300F 貨物
専用機（約 50 トン搭載）の駐機場のため、上屋

⇔ Ship、Ship ⇔ Ship の作業が容易に行え、税
関検査エリアや提携相手のヤマト運輸（以下ヤマ

ト）の仕分けエリアも上屋内にあり高機能な国際
貨物施設となっている。

路線網としては、日中帯は羽田に次ぐ国内 21
路線で全国各地と沖縄貨物ハブ経由で結び、深
夜早朝時間帯には B767F で成田・羽田・中部・
関空 4 空港とソウル（インチョン）、青島、上海（浦

東）、厦門、香港、バンコク、シンガポール、台
北のアジア 8 空港間の 12 都市全 64 路線のハブ
＆スポーク運航を行っている。

（2）日本各地の農水産品をアジアへ輸出する
　　物流プラットフォーム

2012 年 11 月よりヤマトとの国際宅急便（常温）

と提携し、2013 年 10 月よりは国際クール宅急便
（冷蔵・冷凍）香港向けサービスも開始し 2014 年
からは台湾、シンガポール、マレーシア、上海な
ど拡大し、日本各地の名産品が深夜に沖縄で通
関しアジアへ翌日にスピード配送する保冷一貫
の輸送プラットフォームを構築した。

（3）国・地方自治体との連携
この物流プラットフォームを使い、地元沖縄
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県を皮切りに、2014 年に青森県・熊本県、2015
年に愛媛県・宮崎県、2016 年に三重県・秋田県
と各県特産品の輸出拡大に向けた連携が始まり、
2015 年には並行して農水産品輸出拡大に向けた
国などとの連携も始まった。

青森県の 2015 年度の実績では県下 88 社が国
内・海外向けに利用し、関東・関西の国内大消
費地向けに 1,227 個、海外向けには 2,305 個が輸
出された。海外向け 9 割の 2,176 個は香港向け
で、92 個が台湾、32 個シンガポール、7 個マレー
シアであった。海外向けの品目別ではほとんどが
青森特産の鮮魚・貝類の生鮮水産品で、加工品（水

産加工品・菓子類）や青果品（りんご等）は全体の 8％
から 5％と少なかった。

また香港の大手鮨チェーンや高級日本食レス
トランチェーン向けの商材（ヒラメ、タコ、活ホタ

テ・生うに等）の定期出荷の企業間取引（B to B）

も始まるなど商流の構築にも貢献している。
　

2.　ANA総研の地域活性化事業

（1）ANA総研の概要
ANA 総研は ANA グループのシンクタンク

として 2004 年に本社内に設置され、2006 年に
ANA100％子会社として分社化された。

主に ANA グループが有するナレッジ・ノウハ
ウとブランド力を活用し、航空産業の活性化、サー
ビス産業人材の育成、地域の活性化に貢献する
事業を展開し、関連する調査研究・出版事業も
行っている。これまで 10 年間で延べ 60 自治体
の地域活性化支援事業を手掛けてきた。

（2）地域活性化支援事業
地域活性化支援事業は、「地域が活性化し、そ

の魅力が高まれば、国内 3 大都市圏やアジアを中
心とした海外と各地域の人的・物的流動を増やす
ことができる」との理念のもとに取り組んできた。

当初は国内市場・国内路線を対象に、人材派
遣による地域活性化や特産品の振興、空港を核

とした地域活性化の研究を行ってきたが、近年
は地方でも高まるインバウンド消費を背景に国際
線を活用した提携自治体との国際交流促進や特
産品の海外販路拡大の支援などインバウンド振
興事業も多くなっている。

（3）最新事例
①地域活性化を目的とした人材派遣・人材交流

ⓐ航空や観光、物流のノウハウを持ったスタッ
フとホスピタリティ溢れ海外経験豊かな客
室乗務員（CA）をこれまで延べ 40 自治体
に 58 人（うち CA15 人）派遣し、現在も 11
自治体に 13 人（うち CA5 人）派遣している。

　　2015 年 10 月には「CA サミット in とや
ま」を２日間開催し、富山市のシティプロモー
ションに 30 人の CA を派遣し、富山市に多
くの気づき・提言をもたらした。

ⓑ海外からは中国トップの精華大学の学生を
地方に派遣し「中国人が好む田舎体験」の
提案を行っているが今年からフランス・ア
ルザスからの研修生を受け入れている。

②地域名産品の振興

ⓐ 2016 年から ANA マイレージ会員約 2,900
万人を対象に全国40自治体と提携し「ANA
ふるさと納税」を開始、マイレージ会員向
けに各自治体の名産品を紹介している。

　　HGANA ホテルグループをはじめ羽田東
急ホテルのレストランとタイアップし名産品
を活用したレストランフェアを各地で展開。

　　三井不動産等との協働で関連のオフィス
ロビー等で地域名産品の PR イベント（マル
シェ）を行っているが 2016 年からは新たに
全国うまいもの交流サロン「なみへい」と
タイアップを開始した。

ⓑグループの ANA フーズとの協業で、2016
年 1 月には三重県特産品の香港での商談会
を開催し、松坂牛の販路拡大を行った。
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シ
ッ
プ
期
間
中
に
「
日
本
文
化
研
修
」
と
し
て
各
地
域
に
派
遣

し
、
各
地
域
の
観
光
資
源
に
対
す
る
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

 
    ２
０
１
４
年
：
四
万
十
市
（
４
名
） 

日
本
の
田
舎
が
持
つ
観
光
地
と
し
て

 
魅
力
（
「
綺
麗
で
清
潔
な
日
本
の
田
舎
」
） 

に
つ
い
て
再
発
見
す
る
機
会
を
提
案
。

 
    ２
０
１
５
年
：
鳥
取
市
（６
名
）

 
研
修
終
了
後
、
各
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
か
ら
の
報
告
書
を
各
自
治
体
に
提

出
し
、
今
後
の
観
光
開
発
に
寄
与
。

 
   ２
０
１
６
年
：
岩
国
市
（５
名
） 

錦
帯
橋
の
み
な
ら
ず
、
岩
国
の
様
々
な

 
観
光
資
源
を
経
験
。
岩
国
市
長
と
の
会

 
談
な
ど
の
機
会
に
具
体
的
な
提
言
を
発

 
表
。

 
   

２
０
１
５
年
１
１
月
に
協
力
覚
書
を
締
結
し
た
ア
ル
ザ
ス
・

欧
州
日
本
学
研
究
所

(C
EE

JA
)の
協
力
を
得
て
、
日
本
に

関
心
の
高
い
欧
州
（
ア
ル
ザ
ス
出
身
）
の
学
生
を
お
よ
そ

１
年
間
、
提
携
を
結
ぶ
自
治
体
へ
派
遣
を
開
始
し
て
い
る
。

 
学
生
に
は
日
本
で
の
体
験
を
通
じ
て
知
り
え
た
日
本
の

魅
力
を
、
ア
ル
ザ
ス
を
中
心
と
し
た
欧
州
に
発
信
し
、
訪

日
旅
行
客
の
地
域
へ
の
誘
客
お
よ
び
新
規
観
光
素
材
の

発
掘
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 
 １
０
月
～
１
１
月
中
旬
：会
津
若
松
市

 
１
月
：

 
美
濃
加
茂
市

 
２
月
：

 
四
万
十
市

 
３
月
：

 
岩
国
市

 
4月
：

 
天
草
市

 
５
月
：

 
酒
田
市

 
 ＊
６
月
以
降
は
未
定

 
 主
な
内
容

 
①
地
域
の
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
る
外
国
人
・若
者

視
点
で
の
魅
力
発
掘

 
②
同
、
外
国
人
誘
客
に
向
け
た
対
策
の
提
案

 
③
各
地
域
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
海
外
へ
情
報
発
信
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　　47ANAグループの地域活性化事業・事例の現状


地
域
活
性
化
支
援
事
業
の
最
新
事
例
（
モ
ノ
）

 

■
企
業
内
マ
ル
シ
ェ

地
域
を
代
表
す
る
産
品
開
発
に
お
い
て
、
地
域
の
隠
れ
た
逸
材
を
使
っ
た
産
品
開
発
や
、
数
量
は
少
な
い
が
都
市
部
の
反
応
を

図
っ
て
み
た
い
と
い
う
と
き
に
企
業
で
働
く
方
に
対
す
る
販
売
、
ア
ン
ケ
ー
ト
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
と
お
し
て
、
長
所
・短
所
を
把
握

 
 ・
長
野
市
：

9月
20
日
（
Ａ
Ｎ
Ａ
日
本
橋
事
業
所
）

 

■
三
井
不
動
産
タ
イ
ア
ッ
プ
マ
ル
シ
ェ

三
井
不
動
産
ビ
ル
内
で
テ
ナ
ン
ト
企
業
従
業
員
む
け
の
地
域
の
産
品
販
売

を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

 
 ・
宮
崎
県
小
林
市
：

7月
5日
～

6日
（
大
崎
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
）

 
・
山
形
県
鶴
岡
市
：

8月
1日
～

9日
（
霞
が
関
ビ
ル
）

 

■
レ
ス
ト
ラ
ン
タ
イ
ア
ッ
プ

地
域
食
材
を
使
っ
た
一
定
期
間
開
催
す
る
フ
ェ
ア

 
１
）
羽
田
エ
ク
セ
ル
東
急

 
・
北
海
道
白
糠
町
：1
～

2月
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
：3
～

4月
、
富
山
県
富
山
市
：5
～

6月
、
宮
崎
県
小
林
市
：7
～

8月
 

２
）
全
国
う
ま
い
も
の
交
流
サ
ロ
ン
「
な
み
へ
い
」（
神
田
） 

・
長
崎
県
対
馬
市

：
9月

 

■
機
内
食
、
空
港
売
店
で
の
取
り
扱
い

１
）
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
で
の
メ
ニ
ュ
ー
に
採
用

 
・
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
「堂
上
蜂
屋
柿
」

 
20

16
年

12
月
～

17
年

2月
の
チ
ー
ズ
プ
レ
ー
ト
の
付
け
合
せ
に
採
用

 
２
）
羽
田
空
港

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
の
宣
伝
販
売

 
・
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
：

11
月
～

17
年

1月
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　　49ANAグループの地域活性化事業・事例の現状


地
域
活
性
化
の
研
究
（
事
例
）

 

「
庄
内
空
港
と
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
研
究
会
」

20
16

.8
発
足

 
 AN

A総
合
研
究
所
と
庄
内
の
経
済
界
、
自
治
体
の
代
表
者
、
有
識
者
ら
で
組
織
（
委

員
長
：
慶
応
義
塾
大
学

加
藤
一
誠
教
授
）
。
航
空
運
賃
・
ユ
ー
ザ
ー
分
析
、
２
次
交

通
の
問
題
、
活
性
化
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
周
辺
地
域
と
の
連
携
等
を
考

察
し
、
空
港
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
策
を
模
索
。

 

慶
応
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所

 

社
人
工
蜘
蛛
糸

日
本
遺
産

出
羽
三
山

（
羽
黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
） 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社

う
つ
病
を
血
液
検
査
で
診
断

慶
応
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

 

サ
リ
バ
テ
ッ
ク
社

唾
液
で
癌
を
診
断

メ
タ
ジ
ェ
ン
社

腸
内
環
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
疾
病
予
防

出
典
：
羽
黒
町
観
光
協
会

HP
、
出
羽
三
山
神
社

HP
 

出
典
：
や
ま
が
た
庄
内
観
光
サ
イ
ト

HP
 

出
典
：
慶
応
義
塾
大
学
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

HP
 

出
典
：
慶
応
義
塾
大
学
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

HP
、

HM
T社

HP
、

Sp
ib

er
社

HP
 

庄
内
空
港

出
典
：
鶴
岡
市

HP
 15
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注
  ⑴　2016年3月末グループ売上1兆7,911億円、子会

社117社、グループ従業員36,273人。
  ⑵　代表取締役社長外山俊明、従業員約1,000人、

グループ貨物郵便収入1,553億円。
  ⑶　代表取締役社長岡田晃、従業員約80人、単体売

上約9億円。
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